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	製品名: 切断型カテプシンZ（L62）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、リソソームシステインプロテアーゼであり、ペプチダーゼC1ファミリーに属します。カルボキシモノペプチダーゼ活性とカルボキシジペプチダーゼ活性の両方を示します。コードされているタンパク質は、カテプシンXおよびカテプシンPとしても知られています。この遺伝子は、癌細胞株および原発性腫瘍において普遍的に発現しており、このファミリーの他のメンバーと同様に、腫瘍形成に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年10月],触媒活性：C末端アミノ酸残基を広い特異性で遊離させるが、C末端プロリンには作用しない。弱いエンドペプチダーゼ活性を示す。,機能：カルボキシモノペプチダーゼ活性とカルボキシジペプチダーゼ活性の両方を示す。,類似性：ペプチダーゼC1ファミリーに属する。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
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	エトポシド25μMで1時間処理したCOS7細胞ライセートのCATZ（Cleaved-Leu62）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	切断型カテプシンZ（L62）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

